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は
じ
め
に

本
論
集
『
〈
３
・

〉
後
の
表
現
を
考
え
る
』
は
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
の
第
五
六
回
研
究
例
会
「
〈
３
・

11

〉
後
の
表
現
を
考
え
る

演
劇
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
文
学
・
ド
ラ
マ

」
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
七
日

11／
於
・
立
教
大
学
／
司
会
＝
金
子
明
雄
）
の
成
果
を
も
と
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
半
が
過
ぎ
た
今
も
、
被
災
地
に
は
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
帯
び
た
よ
う
に
多
彩
な
被
災
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
。
あ
の
日

機

機

機

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
者
（
活
動
）
は
、

震
災
と
い
う
事
態
を
前
に
「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
問
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
発
表
し
、
議
論
を
お
こ
な
っ
て

き
た
。
前
述
の
研
究
例
会
で
は
〈
３
・

〉
か
ら
経
過
し
た
時
間
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
〈
３
・

〉
に
対
す

11

11

る
表
現
の
視
角
に
つ
い
て
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
検
討
を
試
み
た
。

当
日
の
発
表
者
と
タ
イ
ト
ル
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
後
藤
隆
基
「
〈
３
・

〉
と
劇
団
四
季

『
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
』
の
東
北
巡
演
を
視
座
と
し
て

11

」

②
山
田
夏
樹
「
〈
３
・

〉
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
表
象
」

11

③
住
友
直
子
「
埴
谷
雄
高
「
死
霊
」
を
読
み
直
す

〈
３
・

〉
以
後
の
な
か
で

」

11

④
松
本
和
也
「
坂
元
裕
二
ド
ラ
マ
に
お
け
る
〈
３
・

〉

『
最
高
の
離
婚
』・『
い
つ
か
こ
の
恋
を
思
い
出

11

し
て
き
っ
と
泣
い
て
し
ま
う
』
を
中
心
に

」

右
の
う
ち
、
後
藤
、
山
田
、
松
本
に
よ
る
三
編
は
、
発
表
内
容
に
大
幅
な
加
除
修
正
を
施
し
、
本
論
集
に
収
録

し
た
。
く
わ
え
て
、
四
名
の
執
筆
者
か
ら
新
た
に
ご
寄
稿
を
賜
っ
た
。

渡
辺
憲
司
氏
に
よ
る
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
「
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
福
島
浜
街
道
雑
記
」
は
、
氏
が
実
際
に
被
災
地

を
訪
ね
た
紀
行
文
の
体
裁
を
と
る
。
「
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
」
と
い
う
〈
現
在
〉
と
〈
過
去
〉
を
交
錯
さ
せ
な

が
ら
、
〈
３
・

〉
後
の
世
界
を
い
か
に
氏
自
身
が
表
現

機

機

し
て
き
た
か
の
軌
跡
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

11

金
子
明
雄
氏
の
「
記
憶
す
る
こ
と
・
忘
却
す
る
こ
と
・
物
語
る
こ
と

芥
川
龍
之
介
「
疑
惑
」
を
手
が
か
り

に
」
は
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
の
濃
尾
大
地
震
に
際
し
て
起
き
た
事
件
に
材
を
採
っ
た
芥
川
龍
之
介
「
疑
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惑
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
七
・
七
）
の
読
解
を
通
し
て
、
災
害
か
ら
生
き
残
っ
た
人
び
と
の
「
心
の
ド
ラ
マ
」

の
問
題
を
炙
り
だ
し
て
い
る
。

宮
田
航
平
氏
の
「
「
文
学
」
の
在
り
か

〈
３
・

〉
後
か
ら
「
児
童
文
学
」
を
考
え
る
た
め
に
」
は
児
童

11

文
学
の
分
野
に
お
け
る
〈
３
・

〉
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
を
整
理
し
て
い
る
。

11

𠮷
田
恵
理
氏
の
「
盲
目
の
時
間

〈
３
・

〉
後
に
読
む
中
原
中
也
」
は
〈
３
・

〉
に
辺
見
庸
ら
が
中
原

11

11

中
也
の
詩
「
盲
目
の
秋
」
に
普
遍
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
中
原
の
評
論
と
五
篇
の
〈
蛙
〉
詩
の

分
析
を
通
し
て
、
中
原
と
辺
見
を
架
橋
す
る
表
現
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
。

山
田
夏
樹
「
川
上
弘
美
「
神
様
２
０
１
１
」
、
竜
田
一
人
「
い
ち
え
ふ
」
、
カ
ト
ー
コ
ー
キ
『
シ
ン
サ
イ
ニ
ー

ト
』
が
浮
彫
に
す
る
戦
後
日
本
の
問
題
性

東
日
本
大
震
災
後
の
文
学
、
マ
ン
ガ
の
表
象
分
析
」
は
、
川
上
弘

美
の
小
説
を
と
ば
口
に
複
数
の
マ
ン
ガ
作
品
を
扱
い
、
日
本
に
お
い
て
戦
後
か
ら
震
災
後
ま
で
列
な
る
種
々
の

〈
矛
盾
の
隠
蔽
〉
と
い
う
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

後
藤
隆
基
「
東
日
本
大
震
災
と
劇
団
四
季

被
災
地
を
巡
演
す
る
『
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
』
」
は
、

劇
団
四
季
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
』
の
震
災
後
の
東
北
巡
演
を
通
し
て
、

演
劇
の
も
つ
社
会
包
摂
機
能
や
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
役
割
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

松
本
和
也
「
坂
元
裕
二
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
み
る
〈
３
・

〉

『
最
高
の
離
婚
』
の
時
間
軸
」
は
二
〇
一

11

三
年
に
制
作
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
最
高
の
離
婚
』
に
お
い
て
、
作
中
の
現
在
時
間
と
〈
３
・

〉
を
往
還
す

11

る
「
時
間
軸
」
の
あ
り
よ
う
と
、
作
者
あ
る
い
は
登
場
人
物
（
＝
東
京
で
震
災
を
体
験
し
た
人
び
と
）
の
〈
３
・

〉
と
の
距
離
を
も
分
析
し
て
い
る
。

11

＊

〈
３
・

〉
後
の
諸
表
現
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
ジ
ャ
ン
ル
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
横
断
的
に
考

11

察
さ
れ
る
機
会
は
け
っ
し
て
多
く
な
い
。
本
論
集
所
載
の
各
論
考
を
並
べ
る
こ
と
で
、
従
来
と
は
異
な
る
視
角
が

見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
各
論
考
を
通
し
て
、
執
筆
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
か
ら

〈
３
・

〉
と
向
き
合
う
機
会
を
得
た
こ
と
も
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
意
義
で
は
な
か
っ
た
か
と
お
も
う
。

11

な
お
、
本
論
集
の
タ
イ
ト
ル
に
は
〈
３
・

〉
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
各
論
考
で
は
、
執
筆
者
に

11

よ
っ
て
〈
３
・

〉
あ
る
い
は
東
日
本
大
震
災
（
震
災
）
と
い
っ
た
言
葉
を
使
い
分
け
て
い
る
。
そ
の
判
断
は
編

11
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者
の
責
任
に
お
い
て
、
執
筆
者
の
意
図
に
則
っ
た
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
。

最
後
に
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
の
関
係
各
位
な
ら
び
に
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
寄
稿
を
賜
っ
た

各
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

二
〇
一
七
年
九
月

後
藤
隆
基


